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２
０
１
２
年
５
月
16
日
午
前
８

時
30
分
。
市
役
所
花
泉
支
所
。
金

沢
２
コ
ー
ス（
中
山
・
刈か

り
う
ざ
わ

生
沢
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
経
由
）

に
乗
車
し
ま
し
た
。
水
色
の
車
体

が
き
れ
い
な
低
床
バ
ス
。
車
内
の

天
井
は
高
く
、
広
々
。
座
席
に
着

い
た
時
の
目
線
は
、
外
に
立
っ
た

時
と
ほ
ぼ
同
じ
。
車
高
が
低
い
と

分
か
り
ま
す
。

　

運
転
手
は
葛
西
昭し

ょ
う
ご吾

さ
ん

（
65
）。
福
祉
バ
ス
時
代
か
ら
の
ベ

テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。
支
所

を
出
発
し
た
バ
ス
は
国
道
３
４
２

号
を
北
へ
。
花
泉
の
商
店
街
を

ゆ
っ
く
り
抜
け
、
金
沢
字
内
ノ
目

の
三
差
路
か
ら
主
要
地
方
道
弥

栄
・
金
成
線
に
入
り
ま
す
。

　

田
植
え
の
季
節
。
大
き
な
窓
ガ

ラ
ス
か
ら
は
の
ど
か
な
田
園
風

景
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

ば
ら
く
走
る
と
バ
ス
が
停
車
。
３

人
の
女
性
が
次
々
と
乗
り
口
の
ス

テ
ッ
プ
に
足
を
か
け
ま
す
。「
皆

さ
ん
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
の
で

す
か
」
と
聞
く
と
、
一
人
が「
毎

週
よ
ね
」
と
話
し
ま
す
。
阿
部
方ま

さ

子こ

さ
ん（
77
）
は
、
市
営
バ
ス
の

運
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
歯
医
者
に

通
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
。「
今

ま
で
は
家
族
に
頼
ん
で
用
足
し
を

し
て
い
た
け
ど
、
一
人
で
街
に
行

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
行
動
範
囲

が
広
が
っ
た
わ
」
と
、
気
が
ね
な

く
移
動
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
笑
顔
で
声
を
掛
け
合
う

昭
吾
さ
ん
と
乗
客
。
利
用
者
の
８

割
は
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
と
い
い
ま

す
。

　

次
々
と
停
車
し
、
利
用
者
を
乗

せ
る
バ
ス
。
12
の
停
留
所
の
他
に

フ
リ
ー
乗
降
区
間
も
あ
り
、
区
間

内
な
ら
ど
こ
で
も
停
車
し
て
く
れ

ま
す
。
家
の
門
口
に
出
て
待
つ
人

も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
し
た
。

通院や買い物に便利、助かります

週に一度は利用しています。移動の足が

なければ病院や買い物に行けません。市

営バスがあって助かっています。フリー

乗降区間があるのもうれしい。一人暮ら

しなので、バスの中は情報交換の場にも。

バスに乗ることを楽しみにしています。

千葉恵
けい

子
こ

さん 64　花泉町金沢　

市
民
の
足
が
守
ら
れ
た
ま
ち
は

高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

　

高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え
る
当

市
の
多
く
は
中
山
間
地
域
で
す
。

交
通
手
段
の
な
い
人
た
ち
が
商
店

街
や
医
療
機
関
な
ど
に
出
掛
け
る

足
は
、
古
く
か
ら
鉄
道
や
民
間
路

線
バ
ス
が
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
車
社
会
の
進
展
で
マ

イ
カ
ー
が
激
増
。
路
線
バ
ス
の
利

用
者
は
年
々
減
少
し
、
収
入
は
加

速
度
的
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
不

採
算
を
理
由
に
民
間
路
線
バ
ス
会

社
が
撤
退
す
れ
ば
、
自
分
で
交
通

手
段
を
確
保
で
き
な
い
沿
線
住
民

は
、
生
活
の
足
を
失
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
過
疎
対
策
、

老
人
福
祉
問
題
、
商
店
街
の
活
性

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

市
営
バ
ス
は
、
過
疎
化
や
高
齢

化
が
進
む
地
域
の
公
共
交
通
機
関

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
花
泉
地
域
は
土
日
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く
毎

日
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
便
性

を
考
え
、
フ
リ
ー
乗
降
区
間
も
設

け
る
な
ど
、新
し
い
地
域
の
足
と
し

て
期
待
は
高
ま
る
一
方
で
す
。
市
内

で
は
ほ
か
に
大
東
、
千
厩
、
室
根
、

川
崎
弥
栄
の
４
地
域
で
市
営
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。一
関
、
東

山
の
両
地
域
は
民
間
バ
ス
会
社
に

依
頼
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
足
が
守
ら
れ
た
ま
ち
は
、

高
齢
者
に
や
さ
し
い
街
で
も
あ
り

ま
す
。
出
掛
け
る
機
会
が
多
く
な

れ
ば
、
人
や
社
会
と
の
関
わ
り
が

増
え
ま
す
。
市
営
バ
ス
の
運
行
に

よ
っ
て
、
普
段
な
か
な
か
会
え
な

か
っ
た
昔
の
友
人
と
会
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
話
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
バ
ス
が
運
ぶ
笑
顔
は
、

生
き
生
き
輝
く
暮
ら
し
が
守
ら
れ

て
い
る
証
。
市
営
バ
ス
が
生
み
出
す

古
く
て
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

も
注
目
で
す
。

　

今
便
の
乗
客
は
６
人
。
ほ
と
ん

ど
が
顔
見
知
り
で
す
。

　
「
今
日
は
ど
こ
ま
で
」「
あ
そ
こ

の
奥
さ
ん
も
乗
る
か
し
ら
」な
ど
、

言
葉
が
行
き
交
う
車
内
は
に
ぎ
や

か
で
す
。
運
行
区
間
が
細
か
く
分

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
じ
地
区

の
人
が
乗
車
す
る
こ
と
が
多
く
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
情
報
と
は
違

う
、
よ
り
身
近
な
地
域
の
話
題
で

持
ち
切
り
。
ま
る
で
移
動
集
会
所

の
よ
う
で
す
。

　

目
的
地
に
着
く
と「
お
先
に
」

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
下
車
し

て
い
く
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

　

同
じ
空
間
、
同
じ
時
間
を
共
有

す
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
市
営
バ
ス
に
は
あ
り

ま
し
た
。

　

今
日
は
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
こ

う
か
。
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
で

バ
ス
を
降
り
ま
し
た
。

コミュニティーを
生み出す

★COMMUNITY BUS

車内では自然にあいさつが交わされます。

行先を語り合ったり、体を気遣ったり、

何気ないけれど温かい会話が生まれます。

人や社会との関わりが始まる大切な空間です。

市営バスは、移動手段だけではありません。

1）バスの心地よい揺れを感じながら目的地へ。車中

には、いつも古くて新しいコミュニティーが生まれて

いる

2）市営バスを運転する㈲花泉タクシーの皆さん。右

から菅原房
ふさよし

義さん、葛西昭吾さん、伊藤剛
たけし

さん

3）バスは15に再編された路線を走る。花泉の原風

景に出会う小さな旅のよう

4）車内に張り出された乗車案内。乗客みんなで確認

5）優先席をご利用下さいのステッカー。ここでは、

全ての席が「結う先席」だ
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